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改革改善
の考え方

①問題
点

人的・物的に移送サービスを実施する体制が整っていない地区がある。

②改革
提案

移動手段の確保や買い物困難者対応のため社協以外にも多様な主体とも連携して全市的に取り組むべきである。
買い物困難者対策としても活用するため事業実施地区の拡大を図られたい。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

上村地区の福祉有償運送事業を再開することができた。引き続きサービスの向上として、運転ボランティアの確保に努めてい
く。

総事業費①+② 3,039 3,913 3,004 5,428

100 100

臨時職員所要時間

一般財源 2,681 3,913 2,646 5,428

人件費計（千円）② 358 358

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 2,681 3,913 2,646 5,428

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　社協移送サービスの実施
（１）移送サービスを実施する体制が整った地区で移送サービスを実施。
（２）新規事業所の立ち上げ。
（３）実際に移送サービスを実施し移動困難者の支援。
２　社協移送サービスの環境整備
（１）老朽化した車両の更新
（２）移送サービス運転者の養成

１
（１）実施事業所数（休止中を含む）
（２）新規事業所数
（３）運行回数
２
（１）更新した車両数
（２）運転者養成
（３）運転者ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修

１
（１）10事業所
（２）０事業所
（３）4,843回
２
（１）３台
（２）18人
（３）9人

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

身体的な理由により、公共交通機関が利用しにくい高齢者等が、医療機関などへ行く際に、地域の助け合い事業としての移送サービス
を利用することにより、利用する側の利便は勿論、サービス提供する会員も、地域の支え合い活動の一翼を担ってもらう。
地域のボランティアを運転者として育成し、併せて移送サービスに必要な車両、保険等車両に係る諸経費、コーディネーター等を社協
が用意し、地域で支える体制を支援する。

成果
指標

飯田市社会福祉協議会の福祉有償運送を実施する事業
所数／全地区（％）

55 50 55 60

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

要支援、要介護認定者数＋身体障
害者数＋知的障害者数　人

12784向上させたい上位施
策の成果指標

近隣で支えあいができている市民の割合（％）

飯田市社会福祉協議会の福祉有
償運送を実施する事業所数

10

意図（どういう状態
にするか）

移動困難者にとっての必要な移動ができる
目
的

対象（誰・何を）
福祉有償運送を実施する事業所数
補助金支出先：飯田市社会福祉協議会

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 33 共に支えあう地域福祉の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 福祉課 H27係等名 地域福祉係 H26係等名 地域福祉係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 8 終了
事務事業名 有償移送サービス補助事業

会計 一般会計
10 8

事業種別 政策

3 施策№ 33 事業№


